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ことの発端 ニホンザル分布の縮小



東北地方・自然と人の歴史的特徴(通史として）

• 最終氷期、東北部は一部亜寒帯針葉樹林帯
• 後氷期、冷温帯地方 ヒノキ、ヒバ、スギが混じる落葉広葉
樹林帯 年平均気温3～14℃，降水量500～2800mm

• 西南日本が弥生時代に入っても狩猟採集文化（縄文時代的
文化）が続いた地域

• 古代、大和朝廷から見て異民族「蝦夷」抵抗の地
• 馬飼の地、官牧・貢馬の地（軍馬養成の地）
• 中世、奥州・藤原平泉文化の盛衰
• 特徴ある狩猟採集民俗の発達（例：秋田のマタギ集団）
• 近世、冷害多発地域（米穀本位制となった近世は寒冷気候
による米の不作で飢饉が頻発し、多くの餓死者が出た。）

• 日本海側多積雪地帯、太平洋側ヤマセ地帯



最終氷期の植生と津軽海峡





第6/7回自然環境保全基礎調査植生調査環境省自然環境局生物多様性センター」から引用

夏緑広葉樹林帯では、獣の多く
は冬先に肥える。

かつ冬期の落葉は狩猟を容易
にするため、農閑期にはいる冬先
は絶好の狩猟期となる。



まつろわぬ蝦夷

789年(延暦8年）

衣川の闘い

蝦夷統領 アテルイの抵抗戦

太平洋側は日本海側より、大和朝廷による平
定が遅れる。



やませ常襲地域は太平洋側にかたよる

「風土の刻印 ヤマセ社会」東奥日報社 から引用







作柄に与えた自然災害例　（盛岡藩1615年～1869年）

干ばつ
7% 虫害

7%

霜など冷害
12%

霖雨
22%

洪水・水害
46%

大風
6%

回数で表示



盛岡藩人口推移
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米納租税制の近世は寒冷気候も重なり、頻繁に悲惨な事態を招いた。

畢竟>>>>>>>>>>>>

林業（ヒバ林など）
漁業（三陸海岸・リアス式海岸の漁場）
馬産地（盛岡藩の牧経営）酪農
狩猟活動

にたえず依存する傾向にあった。

太平洋側は稲作に適さない地域（だった）。



下北半島ヒバ年間伐採量推移（立方㍍）
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川井村郷土館（北上山地内）



800Kｇの
材木を担ぐ
ウシ







有名な八戸藩イノシシ荒れについて
1745年～1754年 イノシシによる作物被害で困窮

特に1749年イノシシ飢渇により3000人死亡

• 大豆生産拡大と連作厭地障害の休耕地の拡大、その結果休耕地
葛根などの繁茂がイノシシの増加を招いた。

• オオカミ駆除（1670年～1730年）によるイノシシの増加

• 八戸藩の藩主による狩猟行事のなさと肉食禁忌の強化

• 生類憐れみの令（1689年～1709年）の影響

犬に関する記述

1746年 猪荒れのため犬を飼い置くよう達し

1749年 猪取りのため久慈の狩り巧者7人＋犬5匹派遣

1751年 家中町内では、犬による怪我人多く犬抱えを停止

1808年 「病犬」多く、犬狩り命令

1808年 犬狩り、総数444頭（♂264頭、♀180頭）

1813年 犬狩り命令





八戸藩は1664年（寛文4年）盛岡藩から独立



オオカミによる人馬への被害

人への危害
1674年（盛岡藩山根通） 人家へ入る

1704年（八戸藩山根通） 人馬へ危害

1704年（八戸藩軽米通） 人を殺害 馬への危害

東北班:菊池勇夫氏による文書抜き書き、発表された情報を時系列でグラフ化してみたもの(以下 同）

オオカミによるウマの被害(盛岡藩　未完）
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八戸藩猪鹿狼捕獲駆除頭数
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※ 5年ごとにまとめたもの

1749年猪飢渇3000人飢え死
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1668年～1790年八戸藩内狼駆除頭数
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八戸藩でオオカミが駆除された場所(期間：1670年～1800年）







※ 5年ごとにまとめたもの

1749年猪飢渇3000人飢え死
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中世・林野利用（氷見山幸:1995より）



オオカミ絶滅をめぐる諸見解

• 東北地方北部ではイノシシ、シカの地域的絶滅以前にニホンオオカミは
積極的に狩られた。

• イノシシ・シカがいなくなったから、オオカミがいなくなったという関係では
ない。

• 「病気」の感染で消滅したという意見もある。病犬の話題は1750年以降。

• ニホンオオカミの消滅は、馬産地のウマへの被害を防ぐための駆除圧が
原因だった。

• 猪飢渇は、馬の保護によるオオカミの駆除が原因か？因果関係は成り立
つか。

※ 「オオカミがイノシシやシカの害から農作物を護ってくれる神というのは、「ヘビ
が穀物を食うネズミを退治してくれる」というヘビへの信仰と同様、自然観察による
理解。「犬神様」

犬に関する記述

1746年 猪荒れのため犬を飼い置くよう達し

1751年 家中町内では、犬による怪我人多く犬抱えを停止

1808年 「病犬」多く、犬狩り命令

1808年 領内犬狩り、総数444頭（♂264頭、♀180頭）

1813年 犬狩り命令



江戸期・男鹿半島のシカ生息数はありえる数字か

秋田・佐竹藩（久保田藩）男鹿半島鹿狩り

男鹿半島面積＝男鹿市面積とする＝ 240.8 Km2

1Km2中のシカの頭数
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